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命題 A  
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≧ が成り立つとき 0260026 23 ≧ nn  

260026)( 23  xxxf とおき、 0x における増減を調べる。 

)523(523)( 2  xxxxxf  

増減は右の通りで、
3

52
x において極小。 
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 より、

3

52
に最も近い自然数17を代入すると 
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したがって、 17n は反例であり、命題 Aは偽。 

 

命題 B  

1355  lmn のとき )2(3)1(5 lmn   

3と 5 は互いに素であるから、整数 k を用いて klkmn 52,31  とおけて、 

 25,13  klkmn  

 

mnl 5513  であるから 
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55 2 nnnn より、 05 2≧nn となるのは 0n のときのみである。 

同様に、 05 2≧mm となるのは 0m のときのみである。 

ところが、 13  kmn より、 0 nm にはなり得ないので、 22 5,5 mmnn  のうち一方が 0だとしても、 

もう一方は必ず負になる。 

 

したがって、 1355  lmn を満たすすべての整数 nml ,, について、 03310  nlmlnm が成立するので、 

命題 B は真。 

 

※ nlmlnm 3310  は、 )2,1,0(),2,0,1(),,( lmn のとき最大値 6 をとる。 


